
●
山
車
行
列
の
順
序

① 

台
若 

② 

鳥
居 

③ 

石
燈
呂

④ 

石
燈
呂

⑤ 

高
麗
犬（
阿
形
）

⑥ 

高
麗
犬（
吽
形
）

⑦ 

随
神（
右
大
臣
）

⑧ 

随
神（
左
大
臣
）

⑨ 

御
鏡
山 

⑩ 

早
長
子
ど
も
み
こ
し

⑪ 

九
頭

⑫ 

神
輿（
鳳
）

⑬ 

神
輿（
凰
）＋
道
あ
け
太
鼓

⑭ 

神
職

⑮ 

氏
子
総
代

⑯ 

曳
舟 

⑰ 
踊
山

だ
い 

は

と
り 

い

い
し 

ど
う 

ろ

い
し 

ど
う 

ろ

こ     

ま     

い
ぬ

こ     

ま     

い
ぬ

ず
い 

じ
ん

ず
い 

じ
ん

か  

が  

み   

や
ま

は
や 

お
さ

く     

と
う

ひ
き 

ふ
ね

お
ど
り
や
ま

臨時駐車場
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光ふるさと郷土館駐車場光ふるさと郷土館駐車場

早長八幡宮早長八幡宮

附属光小・中学校●

●光漁協
室積小学校●

●光ふるさと郷土館
●専光寺

●室積コミュニティセンター

普賢寺●

●サンアビリティーズ光

交番●

●山口銀行

亀の井ホテル
せとうち光●
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臨時駐車場

３

２

１

・山車出発／到着時刻は状況により前後

  します。

・山車行列通過中は交通規制が行われま

  すので現地での指示に従い安全運転を

  お願いいたします。

13:45 若衆参拝
14:00 イベント
14:40「台若」出発～ 15:10「踊山」出発
　　　－－－－－－－－
18:30「台若」到着～ 19:25「踊山」到着

13:45 若衆参拝
14:00 イベント
14:40「台若」出発～ 15:10「踊山」出発
　　　－－－－－－－－
18:30「台若」到着～ 19:25「踊山」到着

①早長八幡宮前

15:30「台若」到着～ 15:50「踊山」到着
15:50「台若」出発～ 16:05「踊山」出発
15:30「台若」到着～ 15:50「踊山」到着
15:50「台若」出発～ 16:05「踊山」出発

②光ふるさと郷土館駐車場前

16:15「台若」到着～ 16:30「踊山」到着
　　　ー休憩ー
17:30「台若」出発～ 18:05「踊山」出発

16:15「台若」到着～ 16:30「踊山」到着
　　　ー休憩ー
17:30「台若」出発～ 18:05「踊山」出発

③普賢寺前／宮ノ脇御旅所

山車巡行経路

御神幸　約 1.4km

早長八幡宮⇒普賢寺前

御還幸　約 0.8km

普賢寺前⇒早長八幡宮

御神幸　約 1.4km

早長八幡宮⇒普賢寺前

御還幸　約 0.8km

普賢寺前⇒早長八幡宮
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【室積秋まつり展】10月1日 (水) ～12日 (日)  ＠光ふるさと郷土館　※秋まつり当日は入館無料、19時まで開館
フォトコンテスト入賞写真、秋まつりのビデオ、法被等の展示　お問い合わせ：0833-78-2323（光ふるさと郷土館）

●
室
積
山
車
練
り
唄

　
山
車
の
曳
き
立
て
や
、行
列
が
停
滞
し
止
ま
っ
た
時
に
こ
の

　
唄
を
唄
い
な
が
ら
曳
き
綱
を
左
右
に
振
り
動
か
し
身
体
を

　
ぶ
つ
け
合
っ
て
山
車
を
練
り
ま
す
。

「
ド
ッ
ト
コ
ー
　
ド
ー
ト
コ
リ
ャ

  

若
い
し
ゃ
ー
　
頼
み
じ
ゃ
ー
」　
イ
ェ
ー

ホ
ー
ラ
ン
エ
ー
　
一
で
始
ま
り
ゃ
　
ヤ
ー
ハ
ー
エ
ー

　
　
ア
ー
ヤ
ッ
ト
コ
セ
ー
　
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー

エ
ー
　
始
ま
る
一
の
宮
　
ヨ
ー
ホ
ー
エ
コ
ー
ラ
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ソ
リ
ャ
ナ
ー
ン
デ
モ
　
ハ
リ
ャ
ー
ド
ッ
コ
イ

　
　
ヨ
ー
エ
ト
コ
　
ヨ
ー
エ
ト
ー
コ
セ
ー

●
室
積
木
遣
り
唄

　
秋
ま
つ
り
当
日
、各
自
治
会
ご
と
に
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た

　
若
衆
が
、木
遣
り
を
唄
い
な
が
ら
八
幡
宮
へ
集
ま
り
ま
す
。

　
　
ソ
リ
ャ
ヨ
ー
イ
　
ヨ
ー
イ
　
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ

　
　
ア
レ
ワ
エ
サ
ー
　
コ
レ
ワ
エ
サ
ー
　
ヤ
ー
ア
ー
ト
セ
ー

祝
い
え
ー
め
で
た
の
　
ヨ
ー
ヨ
ー
イ

若
松
様
よ
　
ア
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ

枝
が
栄
え
て
　
ア
ー
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ

お
庭
が
暗
い

●
室
積
締
め

ひ
と
つ
締
め
ま
ー
し
ょ

あ
ー
も
ひ
と
つ
せ
ー

い
よ
ー
て
し
ゃ
ー
の
ー

×

　

×
×

　

×
×
×
×

　

×
　
こ
の
祭
り
で
唄
わ
れ
る
木
遣
り
唄
は
江
戸
時
代
、室
積
に

　
寄
港
し
た
北
前
船
の
船
乗
り
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
早
長
八
幡
宮
秋
ま
つ
り
の
山
車
巡
行
は
、
江
戸
前
期
、
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
に
始
ま
り
ま
し
た
。
「
エ
ン
ヤ
！
エ
ン
ヤ
！
」
の
掛

け
声
で
、
若
衆
が
山
車
を
曳
き
廻
し
ま
す
。
曳
き
立
て
や
、
行
列
が

停
滞
し
た
時
に
は
、
木
遣
り
を
口
説
き
な
が
ら
、
曳
き
綱
を
波
の
よ

う
に
左
右
に
大
き
く
揺
ら
し
て
山
車
を
練
り
ま
す
。

　
大
幟
を
立
て
、
黒
松
と
酒
樽
を
載
せ
た
山
車
を
先
頭
に
、
鳥
居
、

石
灯
ろ
う
を
か
た
ど
っ
た
山
車
、
こ
ま
犬
、
随
神
、
鏡
を
載
せ
た
山

車
、
御
供
船
の
山
車
が
あ
り
、
行
列
全
体
が
神
社
の
形
態
を
整
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
山
車
行
列
は
、
現
在
で

は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
山
車
行
列
の

原
形
を
と
ど
め
る
貴
重
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
旅
所
に
到
着
す
る
と
、
小
物
山
車
を
並
べ
て
、
神
社
が
出
現
し
、

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
山
車
に
は
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
走
り
ま
す
。

　
山
車
十
輌
と
踊
山
一
輌
は
、
光
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
す
。


